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諸

国

の

動

向

 
若
年
世
代
は
「
家
族
優
先
／
仕
事
・
家
庭
両
立
」
が
大
半
 

米国 
　
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
協
会
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
（
注
１
）

は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
一
九
七
七
年
以
降

二
五
年
間
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

や
男
女
の
役
割
な
ど
に
関
す
る
米
国
就
業
者

意
識
の
変
遷
に
関
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し

た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
助
成
に
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

ワ
ー
ク
研
究
所
（
Ｆ
Ｗ
Ｉ
）
が
実
施
し
た
こ

の
調
査
は
、
Ｆ
Ｗ
Ｉ
独
自
の
「
労
働
者
の
変

容
に
関
す
る
全
国
調
査
」
（
一
九
九
二
年
、

一
九
九
七
年
、
二
〇
〇
二
年
）
及
び
米
国
労

働
省
の
「
雇
用
の
質
に
関
す
る
調
査
」
（
一

九
七
七
年
）
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
「
二

三
歳
未
満
層
（
一
九
八
〇
以
降
生
れ
）
」
、

「
二
三
―
三
七
歳
層
（
一
九
六
五
〜
一
九
七

九
年
生
れ
）
」
、
「
三
八
―
五
七
歳
層
（
一

九
四
六
〜
一
九
六
四
年
生
れ
＝
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
世
代
）
」
、
「
五
八
歳
以
上
層
（
一
九
四

五
年
以
前
生
れ
）
」
の
世
代
間
就
業
者
意
識

を
比
較
し
た
も
の
（
注
２
）
。
本
稿
で
は
、

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
。 

 

　 
 

（
１
）若
年
世
代
で
は「
家
族
優
先
／ 

　
　
　
仕
事
・
家
庭
両
立
志
向
」が 

　
　
　
八
割
以
上 

 

Ｆ
Ｗ
Ｉ
の
二
〇
〇
二
年
調
査
に
よ
れ
ば
、

世
代
別
で
相
対
的
に
「
仕
事
優
先
」
志
向
が

高
い
の
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
（
二
二
％
）

で
、
他
の
世
代
層
と
大
き
く
異
な
る（
表
１
）。

二
三
歳
未
満
層
・
二
三
―
三
七
歳
層
の
若
年

世
代
で
は
、
「
家
族
優
先
」
が
そ
れ
ぞ
れ
五

〇
％
、
五
二
％
で
、
こ
れ
に
「
仕
事
・
家
庭

両
立
志
向
」
を
加
え
る
と
、
八
割
を
超
え
て

い
る
。
ま
た
、
「
仕
事
・
家
庭
両
立
志
向
」

に
限
っ
て
み
る
と
多
数
派
を
占
め
る
の
は
五

八
歳
以
上
の
高
齢
層
（
五
四
％
）
で
、
若
年

層
（
三
六
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。 
 

若
年
層
の
家

族
優
先
度
が
高

い
要
因
と
し
て

Ｆ
Ｗ
Ｉ
は
、
①

幼
少
期
に
母
親

が
働
い
て
い
る

比
率
が
他
の
世

代
層
よ
り
圧
倒

的
に
高
い
②
激

務
に
追
わ
れ
る

仕
事
人
間
で
走

り
続
け
て
も
リ

ス
ト
ラ
で
失
業

に
追
い
込
ま
れ

た
親
の
世
代
を

見
て
育
っ
て
い

る
③
雇
用
保
障

よ
り
も
個
々
の

労
働
者
の
エ
ン

プ
ロ
イ
ア
ビ
リ

テ
ィ
が
求
め
ら

れ
る
社
会
的
価

値
観
の
変
容
④
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
伴
う
仕

事
の
激
化
⑤
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ

る
価
値
観
の
見
直
し
（
仕
事
よ
り
家
族
・
仕

事
よ
り
生
活
）
―
―
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
Ｆ
Ｗ
Ｉ
が
一
九
九
二
年

に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
会
社
勤
め
の
米
国

労
働
者
の
四
二
％
が
、
過
去
数
年
間
に
リ
ス

ト
ラ
を
実
施
し
た
企
業
に
勤
め
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

 

な
お
、
「
家
族
優
先
」
あ
る
い
は
「
仕
事
・

家
庭
両
立
」
と
し
た
労
働
者
は
、
「
仕
事
優

先
」
の
労
働
者
に
比
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
仕
事
・
生
活
双
方
へ
の
満
足
度
も
相
対

的
に
高
い
。 

  

（
２
）若
年
世
代
の
既
婚
男
性
の 

　
　
　
「
育
児
・
家
事
に
費
や
す
時
間
」 

　
　
　
が
増
加 

 
二
〇
〇
二
年
調
査
と
一
九
七
七
年
調
査
に

お
け
る
既
婚
者
の
比
較
で
は
、
既
婚
女
性
が

「
一
労
働
日
あ
た
り
家
事
に
費
や
す
時
間
」

は
三
・
三
時
間
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
二
・

七
時
間
（
二
〇
〇
二
年
）
に
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
既
婚
男
性
に
つ
い
て
は
、
一
・
三

時
間
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
二
・
〇
時
間
（
二

〇
〇
二
年
）
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
子

供
の
い
る
既
婚
世
帯
で
母
親
が
「
一
労
働
日

に
費
や
す
育
児
・
家
事
時
間
」
は
そ
れ
ぞ
れ

三
・
三
時
間
（
一
九
七
七
年
）
、
三
・
四
時

間
（
二
〇
〇
二
年
）
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、

父
親
に
つ
い
て
は
、
一
・
八
時
間
（
一
九
七

七
年
）
か
ら
二
・
七
時
間
と
増
加
し
て
お
り
、

男
女
の
家
庭
責
任
分
担
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
二
〇
〇
二
年
調
査
に
お
け
る
既
婚

世
帯
の
父
親
が
「
一
労
働
日
あ
た
り
家
事
・

育
児
に
費
や
す
時
間
」
を
世
代
別
で
比
較
す

る
と
、
二
三
―
三
七
歳
層
（
三
・
四
時
間
）

と
三
八
―
五
七
歳
層
（
二
・
二
時
間
）
に
は

一
時
間
以
上
の
乖
離
が
あ
り
、
家
庭
責
任
分

担
の
傾
向
は
、
若
年
世
代
で
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。 

  

（
３
）男
女
の
伝
統
的
役
割
意
識
に 

　
　
　
変
化
―
大
半
が
ワ
ー
キ
ン
グ 

　
　
　
マ
ザ
ー
を
支
持 

　
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
一
九
九
七
年
調
査
・

二
〇
〇
二
年
調
査
に
お
け
る
男
女
の
役
割
意

識
を
比
較
す
る
と
、
「
伝
統
的
男
女
の
役
割

分
担
＝
男
性
は
外
で
仕
事
、
女
性
は
家
事
・

育
児
に
専
念
す
る
方
が
よ
い
」
に
反
対
が
一

九
七
七
年
（
当
時
三
二
歳
未
満
）
に
は
三
六

％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
五
年
後
の
二
〇

〇
二
年
時
点
で
は
六
一
％
に
増
え
て
い
る
。

男
女
別
で
み
る
と
、
伝
統
的
男
女
の
役
割
分

担
に
反
対
の
男
性
は
、
三
四
％
（
一
九
七
七

年
）
か
ら
五
八
％
（
二
〇
〇
二
年
）
と
二
四

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
男
性
の
意
識
変

化
は
顕
著
だ
が
、
女
性
は
両
調
査
と
も
「
反

対
」
が
六
一
％
程
度
で
、
女
性
側
の
男
女
の

役
割
意
識
に
は
二
五
年
間
に
際
立
っ
た
変
化

は
み
ら
れ
な
い
。
男
性
側
の
意
識
変
化
は
、
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現
役
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
妻
が
働
い
て
い

る
既
婚
男
性
の
比
率
が
六
八
％
に
及
ん
で
い

る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。 

 

次
に
二
〇
〇
二
年
調
査
の
世
代
別
男
女
の

役
割
意
識
に
関
す
る
比
較
で
は
、
上
述
の
男

女
の
役
割
観
に
反
対
す
る
回
答
は
、
二
三
歳

未
満
層
で
六
三
％
、
高
齢
層
四
九
％
。
ま
た
、

「
専
業
主
婦
も
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
も
同
等

に
子
供
と
の
良
好
な
関
係
を
築
け
る
」
と
す

る
二
三
歳
未
満
層
は
八
二
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
五
八
歳
以
上
層
で
は
六
〇
％
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
は
、
現
役
二
三
歳
未
満
層
の
大
半

が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
に
育
て
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
プ
ラ
ス
の
経
験
と
し
て
認
識
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

  

（
４
）「
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事
に 

　
　
　
つ
き
た
い
」
就
業
者
は
三
九
％ 

　
　
　
の
み 

 

現
役
全
世
代
の
平
均
で
み
る
と
、
「
よ
り

責
任
を
伴
う
仕
事
に
つ
き
た
い
」
が
三
九
％

に
過
ぎ
な
い
。
世
代
別
で
最
も
比
率
が
高
い

の
は
仕
事
の
地
位
や
収
入
が
発
展
過
程
に
あ

る
二
三
歳
未
満
層
（
六
〇
％
）
で
、
逆
に
最

も
比
率
が
低
い
の
は
退
職
間
近
の
五
八
歳
以

上
層
（
一
二
％
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五

八
歳
以
上
層
で
「
現
在
と
同
じ
責
任
レ
ベ
ル

で
仕
事
を
続
け
た
い
」
は
七
五
％
で
、
大
半

が
雇
用
継
続
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

男
女
別
で
は
、
「
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事
に

つ
き
た
い
」
と
し
た
男
性
が
四
五
％
、
女
性

が
三
二
％
。
逆
に
「
現
在
と
同
じ
責
任
レ
ベ

ル
で
仕
事
を
続
け
た
い
」
と
し
た
男
性
は
四

七
％
で
、
女
性
は
五
九
％
で
あ
っ
た
。
二
三

歳
未
満
層
以
外
で
「
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事

に
つ
き
た
い
」
傾
向
が
高
い
の
は
、
低
所
得

者
、
低
い
地
位
の
職
種
で
仕
事
に
従
事
す
る

者
、
低
所
得
世
帯
の
就
業
者
な
ど
で
、
男
性

に
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。 

 

次
に
一
九
九
二
年
調
査
・
二
〇
〇
二
年
調

査
の
大
卒
現
役
世
代
（
二
三
歳
未
満
層
、
二

三
―
三
七
歳
層
、
三
八
―
五
七
歳
層
）
に
つ

い
て
一
〇
年
間
の
出
世
欲
の
変
遷
を
み
る
と
、

一
九
九
二
年
調
査
の
男
性
大
卒
現
役
世
代
で

は
「
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事
に
つ
き
た
い
」

が
六
八
％
を
占
め
て
い
る
の
に
比
し
て
、
二

〇
〇
二
年
調
査
の
男
性
大
卒
現
役
世
代
に
つ

い
て
は
五
二
％
過
ぎ
ず
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
女
性
大
卒
現
役
世

代
で
は
、
五
七
％
（
一
九
九
二
年
）
か
ら
三

六
％
（
二
〇
〇
二
年
）
と
二
一
ポ
イ
ン
ト
減

少
。
対
象
を
さ
ら
に
絞
っ
て
、
経
営
・
管
理

者
候
補
と
し
て
企
業
が
期
待
す
る
大
卒
現
役

世
代
で
比
較
す
る
と
、
「
よ
り
責
任
を
伴
う

仕
事
に
つ
き
た
い
」
と
す
る
四
年
制
大
卒
者

は
四
三
％
、
大
学
院
卒
の
学
位
取
得
者
は
三

九
％
に
過
ぎ
ず
、
将
来
的
に
組
織
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
と
な
る
人
材
の
出
世
欲
は
こ
こ
一
〇

年
で
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
前
途
有
望
な

キ
ャ
リ
ア
を
育
児
を
理
由
に
断
念
す
る
有
能

な
女
性
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
米
国
で
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
誌
が
「
オ
プ
ト
ア
ウ

ト
革
命
」
と
称
し
て
話
題
を
集
め
た
。
だ
が
、

調
査
で
は
、
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事
へ
の
出

世
の
た
め
に
私
生
活
を
犠
牲
に
し
た
い
と
望

む
就
業
者
が
男
女
と
も
に
大
幅
に
減
少
し
、

出
世
コ
ー
ス
を
進
む
よ
り
一
定
の
レ
ベ
ル
に

留
ま
る
選
択
を
す
る
傾
向
が
全
体
的
に
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
「
仕
事
優
先
」
志
向
の
者
と
「
家

族
優
先
」
志
向
の
者
と
の
出
世
欲
の
比
較
で

は
、
「
家
族
優
先
」
で
「
よ
り
責
任
を
伴
う

仕
事
に
つ
き
た
い
」
が
、
「
仕
事
優
先
」
で

「
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事
に
つ
き
た
い
」
を

上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仕
事
優
先
志
向

の
労
働
者
が
、
家
族
優
先
志
向
の
労
働
者
よ

り
も
、
仕
事
・
私
生
活
・
家
庭
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
両
立
に
困
難
を
感
じ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。 

　
な
お
、
こ
の
調
査
で
「
よ
り
責
任
を
伴
う

仕
事
に
つ
き
た
い
」
と
は
、
必
ず
し
も
同
一

組
織
内
の
い
わ
ゆ
る
「
昇
進
」
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
「
よ
り
責
任
を
伴
う
仕
事

に
つ
き
た
い
」
労
働
者
の
う
ち
五
二
％
が

「
来
年
中
に
で
き
れ
ば
あ
る
い
は
強
く
転
職



36

英国 

柔
軟
な
働
き
方
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
―
０２
年
雇
用
関
係
法
が
後
押
し
 

Business Labor Trend  2005.5

特集―日本人の仕事観、生活観 

　
英
国
に
お
け
る
週
五
〇
時
間
以
上
の
労
働

者
の
割
合
（
二
〇
〇
〇
年
）
は
日
本
、
ア
メ

リ
カ
に
次
い
で
三
番
目
に
高
く
、
そ
の
割
合

は
一
五
・
五
％（
第
１
表
）。
法
定
祝
日
お
よ

び
年
間
休
日
数
も
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り

も
少
な
く
、
同
国
は
長
時
間
労
働
の
慣
行
で

知
ら
れ
て
い
る（
第
２
表
）。
中
で
も
子
ど
も

を
持
つ
男
性
が
長
時
間
働
く
傾
向
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
父
親
の
約
三

分
の
一
（
三
七
％
）
が
週
に
四
九
時
間
以
上
、

七
分
の
一
が
六
〇
時
間
以
上
働
い
て
い
る（
１
）。 

そ
の
よ
う
な
中
で
ブ
レ
ア
首
相
が
第
四
子
の

誕
生
に
際
し
二
週
間
の
休
暇
を
取
っ
た
こ
と

は
、
父
親
が
積
極
的
に
育
児
に
参
加
す
る
姿

と
し
て
国
民
の
共
感
を
集
め
た
。 

   

柔
軟

な
働
き
方
を
希
望 

 

最
近
の
勤
労
生
活
の
質
（Q

uality 
of 

い
」
と
回
答
。
逆
に
、
「
現
在
と
同
じ
責
任

レ
ベ
ル
の
仕
事
を
続
け
た
い
」
者
で
、
「
現

在
の
企
業
に
継
続
勤
務
す
る
こ
と
に
満
足
し

て
い
る
」
は
七
三
％
に
及
ん
で
い
る
。 

  

（
５
）大
卒
現
役
世
代
の
８
割
が 

　
　
　
「
現
状
よ
り
実
労
働
時
間
を 

　
　
　
短
縮
し
た
い
」 

　
若
年
層
で
は
生
活
・
家
族
志
向
が
強
ま
っ

て
い
る
も
の
の
、
週
平
均
実
労
働
時
間
（
所

定
内
労
働
時
間
＋
所
定
外
労
働
時
間
、
未
払

労
働
時
間
を
含
む
）
は
二
五
年
前
よ
り
長
期

化
し
て
い
る
。
最
も
週
平
均
実
労
働
時
間
が

長
い
の
は
、
二
三
―
三
七
歳
層（
四
四
時
間
）

及
び
三
八
―
五
七
歳
層（
四
五
時
間
）。
ま
た
、

二
〇
〇
二
年
の
二
三
―
三
七
歳
層
の
週
平
均

実
労
働
時
間
は
、
一
九
七
七
年
調
査
の
同
年

齢
コ
ホ
ー
ト
よ
り
三
時
間
長
い
。
職
種
別
で

は
、
管
理
者
・
専
門
職
が
主
た
る
仕
事
に
費

や
す
週
平
均
労
働
時
間
が
四
五
・
三
時
間
と
、

他
の
職
種
平
均
の
四
一
・
九
時
間
を
上
回
っ

て
い
る
。
ま
た
、
年
収
五
万
三
〇
〇
〇
ド
ル

以
上
の
高
所
得
者
の
週
平
均
労
働
時
間
は
四

九
・
七
時
間
で
、
年
収
二
万
六
〇
〇
ド
ル
以

下
の
低
所
得
者
に
比
し
て
一
五
時
間
長
い
。 

 

所
定
内
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
「
四
〇

時
間
」
と
し
た
の
は
男
性
七
二
％
、
女
性
五

五
％
で
、
男
女
別
平
均
で
は
、
男
性
三
九
・

三
時
間
、
女
性
三
五
時
間
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
主
た
る
仕
事
に
男
性
が
費
や
し
た
平
均

実
労
働
時
間
は
四
六
時
間
（
所
定
外
労
働
時

間
＋
五
時
間
）
で
、
女
性
は
三
九
・
八
時
間

（
所
定
外
労
働
時
間
＋
三
・
八
時
間
）
で
あ

っ
た
。
「
望
ま
し
い
労
働
時
間
」
に
対
す
る

回
答
は
、
男
性
が
三
八
・
五
時
間
、
女
性
が

三
二
・
五
時
間
で
、
所
定
内
労
働
時
間
内
の

就
業
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
た
、
今
後
の
経
営
・
管
理
職
候
補
と
な

る
大
卒
以
上
現
役
世
代
（
二
三
歳
未
満
層
、

二
三
―
三
七
歳
層
、
三
八
―
五
七
歳
層
）
で

「
現
状
よ
り
労
働
時
間
を
短
縮
し
た
い
」
と

の
回
答
は
八
〇
％
に
及
ん
で
お
り
、
就
業
者

全
体
の
六
一
％
を
大
幅
に
上
回
る
。
高
学
歴

層
の
労
働
時
間
短
縮
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

現
在
よ
り
労
働
時
間
を
短
縮
し
た
い
大
卒
現

役
世
代
で
「
よ
り
責
任
の
あ
る
仕
事
に
つ
き

た
い
」
は
四
〇
％
、
現
在
よ
り
労
働
時
間
を

増
や
し
た
い
大
卒
現
役
世
代
で
は
そ
の
比
率

は
七
〇
％
で
あ
っ
た
。 

  

（
６
）長
時
間
労
働
に
よ
り 

　
　
　
私
生
活
へ
の「
し
わ
寄
せ
」が 

　
　
　
多
い
と
出
世
欲
が
低
下 

　
調
査
は
、
長
時
間
労
働
の
私
生
活
へ
の
「
し

わ
寄
せ
」
と
出
世
欲
の
関
連
に
つ
い
て
も
尋

ね
て
い
る
。
「
仕
事
の
せ
い
で
家
族
や
私
生

活
に
大
切
な
人
た
ち
に
対
す
る
時
間
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
割
け
な
い
」
「
家
庭
で
は
仕
事
ほ

ど
う
ま
く
で
き
な
い
」
「
仕
事
の
せ
い
で
家

庭
や
私
生
活
で
の
重
要
な
こ
と
に
集
中
で
き

な
い
」
「
仕
事
の
た
め
に
家
庭
で
自
分
が
望

む
よ
う
な
良
い
ム
ー
ド
を
保
て
な
い
」
―
―

な
ど
の
仕
事
に
よ
る
家
庭
へ
の
し
わ
寄
せ
が

低
レ
ベ
ル
に
収
ま
る
大
卒
現
役
世
代
で
「
よ

り
責
任
を
伴
う
仕
事
に
つ
き
た
い
」
と
す
る

の
は
六
〇
％
で
、
し
わ
寄
せ
の
程
度
が
高
い

大
卒
現
役
世
代
で
そ
の
比
率
は
三
九
％
と
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
男
女
と

も
同
様
。
ま
た
、
「
激
務
に
追
わ
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
」
大
卒
現
役
世
代
の
う
ち
「
よ

り
責
任
を
伴
う
仕
事
に
つ
き
た
い
」
は
三
〇

％
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
激
務
に
追
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
全

く
な
い
」
大
卒
現
役
世
代
で
は
「
よ
り
責
任

を
伴
う
仕
事
に
つ
き
た
い
」
が
五
三
％
に
及

ん
で
い
る
。 

  〔
注
〕 

 

１
．
一
九
九
二
年
設
立
の
ア
メ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
協

会
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
は
、
Ｇ
Ｅ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
プ
ラ
イ
ス
ウ

ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
、
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
ほ
か
米

国
ト
ッ
プ
企
業
六
八
社
が
提
携
す
る
出
資
金
一
億
三

六
八
〇
万
ド
ル
規
模
の
共
同
体
。
従
業
員
の
仕
事
・

私
生
活
支
援
や
質
の
あ
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
促
進
を
目
的
と
す
る
助
成
で
知
ら
れ
る
。（
Ａ
Ｂ

Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://www.abcdependentcare. 

com
/docs/index.htm

） 
 

２
．
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ワ
ー
ク
研
究
所
（
Ｆ
Ｗ
Ｉ
）

は
、
一
九
八
九
年
設
立
の
非
営
利
研
究
所
で
、
職
場
、

仕
事
、
家
庭
、
生
活
な
ど
に
関
す
る
問
題
解
決
型
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｗ
Ｉ
の
「
労
働
者
の
変

容
に
関
す
る
全
国
調
査
（N

ational Study of the 
C
hanging W

orkforce

）」
は
、
五
年
ご
と
に
実
施

す
る
就
業
者
三
五
〇
〇
人
を
サ
ン
プ
ル
対
象
と
す
る

調
査
。
最
新
の
二
〇
〇
二
年
調
査
は
、
一
九
七
七
年

に
米
国
労
働
省
が
実
施
し
た
「
雇
用
の
質
に
関
す
る

調
査
（Q

uality of Em
ploym

ent Survey

）」
に
お

け
る
質
問
項
目
を
取
り
込
ん
で
実
施
し
、
今
回
の
二

五
年
間
の
就
業
者
意
識
の
変
遷
に
関
す
る
分
析
の
土

台
と
し
て
い
る
。
（
Ｆ
Ｗ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

http://w
w
w
.fam
iliesandw

ork.org/

） 
 

【
調
査
結
果
出
典
・
参
考
資
料
】 

 Fam
ilies and W

ork Institute, G
eneration &

 

G
ender in the W

orkplace 

（Am
erican B

usiness 
C
ollaboration, B

oston, 2004

）. 
 U
satoday.com

 "The fam
ily-first generation", 

D
ec.12, 2004. 
 N
ytim
es.com

 
"The 

O
pt-O
ut 
Revolution", 

O
ct.26, 2003. 
 A
m
erican B

usiness C
ollaboration, "Study 

Exam
ines D

ifferences Am
ong G

enerations in 
the W

orkforce O
ver the past 25 Years" 

（
国
際
研
究
部
） 
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W
orking Life

）に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
、
英
国
貿
易
産
業
省
（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
）
が

実
施
し
て
い
る
の
が
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
。
二
〇
〇
〇
年

に
開
始
さ
れ
た
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
働

く
「
両
親
」
の
出
産
・
育
児
に
関
す
る
権
利

の
拡
大
を
重
点
課
題
と
し
て
い
る
。
長
時
間

労
働
の
慣
行
に
取
り
組
む
た
め
に
は
使
用
者

の
理
解
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

考
え
の
実
践
案
と
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
も
た
ら
す
経
済
的
利
益
や
変
化

の
必
要
性
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
活
動
が
Ｄ

Ｔ
Ｉ
の
音
頭
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
二
年
雇
用
関
係
法
（
二
〇
〇
三
年

四
月
施
行
）
で
は
、
六
歳
未
満
の
子
ど
も
又

は
一
八
歳
未
満
の
障
害
を
も
つ
子
ど
も
の
親

に
つ
い
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
や
在
宅
勤
務

と
い
っ
た
「
柔
軟
な
働
き
方
」
を
請
求
す
る

権
利
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
た
父
親
の
育
児
休
暇
は
、

二
〇
〇
三
年
四
月
六
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

供
の
父
親
に
対
し
二
週
間
の
有
給
休
暇
が
与

え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
休
暇
中
は
平
均
週

給
の
九
〇
％
（
限
度
額
一
〇
〇
ポ
ン
ド
）の

法
定
父
親
給
付（Tw

o W
eeks Statutory 

Paternity Pay :

Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
が
雇
用
主
か
ら

支
給
さ
れ
る
。 
 

柔
軟
な
働
き
方
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

は
Ｄ
Ｔ
Ｉ
の
調
査
か
ら
も
窺
が
え
る
。
二
〇

〇
四
年
の
「
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
従
業

員
調
査
（Results of the First Flexible 

W
orking Em

ployee Survey

）」（
２
） 

に
よ

る
と
「
柔
軟
な
働
き
方
を
要
求
す
る
権
利
」

を
知
っ
て
い
た
労
働
者
は
五
二
％
で
、
二
〇

〇
三
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査（The D

TI Sec-
ond W

ork-Life B
alance Study- W

LB
2

） 

（
３
）と
比
較
し
て
一
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

お
り
、
短
期
間
で
認
識
度
が
高
ま
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る（
第
３
表
）。
ま
た
、
も
う
一

方
の
当
事
者
で
あ
る
使
用
者
の
関
心
は
さ
ら

に
高
く
、
二
〇
〇
四
年
調
査
で
「
柔
軟
な
働

き
方
を
要
求
す
る
権
利
」
に
つ
い
て
は
七
四

％
、
父
親
の
育
児
休
暇
に
つ
い
て
は
五
八
％

が
認
識
し
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
労
使
双
方
の
「
柔
軟
な
働
き
方

を
要
求
す
る
権
利
」
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
に
伴
い
、
実
際
に
柔
軟
な
働
き
方
を
導
入

す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
英
国
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
）の
「
柔
軟
な
働

き
方
と
父
親
育
児
休
暇
に
関
す
る
調
査（F-

lexible w
orking and paternity leave the 

full rate for fatherhood 2004

）」（
４
） 

に

よ
れ
ば
、
大
多
数
の
企
業
が
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
年
間
時
間

契
約
制
な
ど
の
柔
軟
な
働
き
方
を
提
供
す
る

た
め
の
工
夫
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
。
柔
軟 
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な
働
き
方
の
う
ち
一
般
的
な
も
の
は
パ
ー
ト

タ
イ
ム
勤
務
、
変
形
労
働
時
間
制
な
ど
。
労

働
者
が
柔
軟
な
働
き
方
を
要
求
し
た
理
由
で

最
も
多
い
の
が
「
育
児
」。
以
下
「
仕
事
と

家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」、「
家
族
と
過
ご
す

時
間
を
増
や
し
た
い
」
な
ど
が
続
く（
第
１

図
）。 

   

取
得
率
向
上

の
カ
ギ
は
所
得
保
障 

 

こ
の
よ
う
に
、
柔
軟
な
働
き
方
の
導
入
が

進
ん
で
は
い
る
が
、
政
府
は
育
児
休
暇
の
取

得
率
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
な
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
父
親
の
育

児
休
暇
取
得
率
が
一
％
未
満
と
い
う
わ
が
国

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
英
国
で
も
休
暇

制
度
の
取
得
率
向
上
は
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
二
週
間
の
父
親
育
児
休
暇
制
度
に

対
す
る
満
足
度
調
査
に
よ
る
と
、
「
適
当
で

あ
る
」
と
答
え
た
者
が
五
三
％
で
あ
っ
た
が
、

「
不
十
分
」
と
答
え
た
者
も
半
数
近
い
四
一

％
に
上
る（
第
２
図
）。
若
年
齢
層
（
一
六-

二
九
歳
）
に
限
定
す
る
と
現
行
の
休
暇
制
度

で
は
短
い
と
考
え
る
者
が
よ
り
多
く
な
る
。 

 

ま
た
、
育
児
休
暇
制
度
に
対
す
る
不
満
は

所
得
保
障
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。
法
定
父

親
給
付
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
の
限
度
額
が
一
〇
〇
ポ

ン
ド
と
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
父
親
と

比
べ
て
相
対
的
に
賃
金
の
低
い
母
親
が
休
暇

を
取
得
す
る
方
が
家
計
の
収
入
低
下
幅
が
小

さ
い
か
ら
だ
。
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
理
由
が
影
響
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
が
一
〇

〇
ポ
ン
ド
以
下
で
あ
っ
て
も
育
児
休
暇
を
取

得
し
た
い
と
考
え
る
者
の
割
合
は
四
六
％
に

す
ぎ
な
い（
第
３
図
）。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 〔
注
〕 

 

１
．
「W

ork-Life B
alance 2000 B

aseline Sur-
vey, D

epartm
ent for Education

　and Em
ploy-

m
ent

」 
 

２
． 

三
四
八
五
人
の
労
働
者
を
対
象
に
二
〇
〇

三
年
九
〜
一
一
月
、
ニ
〇
〇
四
年
二
月
に
実
施 

 

３
． 

二
〇
〇
三
年
一
〜
二
月
に
実
施 

 

４
．
調
査
対
象
は
フ
ル
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く

一
一
九
三
人
の
労
働
者
、
う
ち
一
八
七
名
が
一
六
歳

未
満
の
こ
ど
も
を
持
つ
父
親
。 

（
国
際
研
究
部
　
淀
川
京
子
） 

　
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
語
る
際
に
、
「
ヴ
ァ
カ

ン
ス（
休
暇
）」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
用
い
ら

れ
る
。
七
月
の
週
末
は
「
グ
ラ
ン
・
デ
パ
ー

ル（
大
出
発
）」
と
呼
ば
れ
、
パ
リ
か
ら
南
仏

に
通
じ
る
高
速
道
路
は
大
渋
滞
。
八
月
の
パ

リ
は
静
ま
り
返
る
。
こ
う
し
た
夏
の
ヴ
ァ
カ

ン
ス
に
限
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
非
常
に
よ

く
休
む
と
い
わ
れ
る
。
雇
用
省
調
査
統
計
局

（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年

の
フ
ル
タ
イ
ム
従
業
員
の
年
間
の
平
均
労
働

時
間
は
、
一
六
一
四
時
間
。
同
年
の
製
造
業
・

生
産
労
働
者
の
年
間
総
実
労
働
時
間
を
日
本

と
比
較
し
て
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
五
三

九
時
間
に
対
し
日
本
は
一
九
五
四
時
間
（
厚

生
労
働
省
労
働
基
準
局
賃
金
時
間
課
推
計
）
。

実
に
四
〇
〇
時
間
以
上
も
フ
ラ
ン
ス
の
方
が

短
く
な
っ
て
い
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
人
の
国
民
性
と
し
て
、
「
就
労
」

よ
り
も
「
余
暇
」
に
大
き
な
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
ヴ

ァ
カ
ン
ス
の
た
め
に
、
渋
々
働
く
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
の

一
部
か
ら
は
、
日
本
人
の
就
労
意
欲
の
高
さ

を
評
し
て｢
日
本
人
は
蟻
の
よ
う
に
働
く｣(

ク

レ
ッ
ソ
ン
元
首
相)

な
ど
と
、
や
や
否
定
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
発
言
さ
え
聞
か
れ
る
。 

 

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
就

業
後
や
休
日
に
お
け
る
同
僚

と
の
付
き
合
い
は
少
な
く
、

職
場(

集
団)

へ
の
帰
属
意
識

も
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
わ

れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
日
本
人
に
比

し
て
就
労
に
重
き
を
置
か
な

い
価
値
観
は
、
退
職
年
齢
に

関
す
る
調
査
に
も
現
れ
て
い

る
。
調
査
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｒ
Ｅ

が
二
〇
〇
四
年
九
月
に
行
っ

た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
労

働
市
場
か
ら
の
引
退
及
び
公

的
年
金
の
支
給
開
始
」
の
理

想
的
な
年
齢
は
、
給
付
額（
注

１
）な
ど
を
考
慮
し
な
い
場

合
は
「
五
五
歳
以
下
」
と
考

え
る
国
民
が
四
五
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
「
五
六
歳
か
ら

五
九
歳
」
の
七
％
、
「
六
〇
歳
」
の
三
六
％

を
合
わ
せ
る
と
、
実
に
フ
ラ
ン
ス
人
全
体
の

九
割
近
く
（
八
八
％
）
が
「
理
想
の
退
職
年

齢
は
六
〇
歳
以
下
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
「
六
一
歳
か
ら
六
四
歳
」

と
い
う
回
答
は
二
％
、
「
六
五
歳
以
上
」
は

六
％
と
、
六
〇
歳
を
超
え
て
も
働
き
続
け
た

い
と
考
え
る
フ
ラ
ン
ス
人
は
一
割
に
満
た
な

か
っ
た
。 

 

ま
た
二
〇
〇
二
年
の
調
査
と
比
較
す
る
と

、

理
想
的
な
退
職
年
齢
を
五
九
歳
以
下
に
設
定

す
る
者
の
割
合
が
増
え
て
お
り（
図
１
参
照
）、

早
期
の
引
退
を
望
む
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

さ
ら
に
、
同
調
査
に
お
い
て
「
何
歳
を
限

度
に
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
「
六
〇
歳
未
満
」
と
い
う
回

答
が
一
一
％
、
「
六
〇
歳
」
が
四
一
％
と
、

国
民
の
半
数
以
上
（
五
二
％
）
が
「
働
く
の

は
六
〇
歳
ま
で
が
限
度
」
と
考
え
て
い
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
早
期
退

職
を
希
望
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
原
因
と

し
て
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
の
が
手
厚
い
公

的
年
金
制
度
で
あ
る（
注
２
）。
た
だ
し
そ
の

給
付
水
準
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
ず
、
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日
本
の
厚
生
年
金
に
あ
た
る｢

一
般
制
度｣

の

場
合
、
完
全
年
金
（
フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
）
は

現
役
時
代
の
報
酬
の
五
〇
％(

つ
ま
り
代
替

率
が
五
〇
％)

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
勤
労
者
の
社
会
保
険
料
・
税
の

負
担
は
大
き
く
、
そ
れ
が
就
労
意
欲
の
減
退

に
繋
が
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
年
金
制
度
や
税
制
な
ど
の
社
会

シ
ス
テ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
独
特
の
仕
事
観

と
と
も
に
、
そ
の
就
業
行
動
に
影
響
を
与
え

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

  〔
注
〕 

 

１
．
完
全
年
金(

フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン)

を
受
け
取
る

の
に
必
要
な
拠
出
期
間
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
原
則
四

〇
年
間
で
、
拠
出
期
間
が
そ
れ
に
満
た
な
い
場
合
は

減
額
さ
れ
る
。 

 

２
．
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
高
年
の
就
労
状
況
及

び
中
高
年
の
雇
用
政
策
と
公
的
年
金
制
度
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.jil. 

go.jp/foreign/labor_system
/2004_10/france_

01.htm

）
を
参
照
の
こ
と
。 
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今
年
に
入
り
失
業
者
が
五
○
○
万
人
の
壁

を
突
破
し
、
政
策
課
題
と
し
て
最
優
先
の
解

決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
雇
用
情
勢
。

し
か
し
、
国
民
は
雇
用
不
安
を
感
じ
な
が
ら

も
、
連
邦
政
府
や
政
党
の
示
す
政
策
に
は
懐

疑
的
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
労
働
市
場
改

革
に
つ
い
て
も
見
方
は
一
様
で
は
な
い
―
―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
新
の
世
論
調
査
か
ら
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
も
い
え
る
意
識
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
調
査
対
象
の
八
割
以
上
が
、

失
業
問
題
の
解
決
が
長
引
く
と
予
測
す
る
結

果
が
出
る
な
ど
、
現
在
の
政
策
が
信
頼
を
得

て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
。 

   

Ｚ
Ｄ
Ｆ
調
査 

　
Ｚ
Ｄ
Ｆ
（
ド
イ
ツ
第
二
テ
レ
ビ
）
は
毎
月

中
旬
、
主
に
政
党
支
持
を
中
心
テ
ー
マ
と
し

て
定
期
的
に
電
話
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

三
月
一
八
日
に
発
表
さ
れ
た
最
新
調
査
で
は
、

特
別
テ
ー
マ
と
し
て
、
労
働
市
場
改
革
メ
ニ

ュ
ー
を
含
む
失
業
へ
の
対
応
策
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。 

　
最
近
の
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
政
権
与
党
で

あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
社
会
民
主
党
）
へ
の
支
持
が

低
迷
し
て
お
り
、
三
月
調
査
で
は
前
月
よ
り

さ
ら
に
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
二
九
％
と
な
っ

た
。
野
党
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
（
キ
リ
ス
ト
教

社
会
／
民
主
同
盟
）
は
四
五
％
で
一
ポ
イ
ン

ト
の
上
昇
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
連
立
し
て
い
る
緑
の

党
が
一
二
％
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
連
携
す

る
Ｆ
Ｄ
Ｐ
（
自
由
民
主
党
）
は
六
％
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
支
持
率
が
低
い
主
な

要
因
と
し
て
、
悪
化
す
る
雇
用
情
勢
が
あ
げ

ら
れ
る
。 

　
雇
用
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
八

五
％
は
、
「
労
働
市
場
に
お
け
る
失
業
問
題

が
来
年
に
は
解
決
す
る
」
と
い
う
見
方
に
懐

疑
的
で
、
楽
観
的
な
回
答
は
一
三
％
に
過
ぎ

な
い
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
が
新
た
に
打
ち

出
し
た
、
雇
用
改
善
を
目
的
と
す
る
景
気
対

策
と
し
て
の
「
法
人
税
減
税
」
に
つ
い
て
は
、

失
業
の
減
少
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
答
え
た

の
は
一
六
％
に
過
ぎ
ず
、
「
少
し
効
果
が
あ

る
」
が
五
一
％
、
「
効
果
は
全
く
な
い
」
が

二
八
％
と
、
悲
観
的
な
回
答
が
多
い
。
経
営

者
や
野
党
が
主
張
し
て
い
る
解
雇
制
限
の
緩

和
（
現
在
小
規
模
企
業
に
の
み
、
新
規
採
用

を
容
易
に
す
る
目
的
で
、
解
雇
保
護
法
が
規

定
す
る
条
件
の
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
て
い

る
）
に
関
し
て
も
、
労
働
市
場
に
対
す
る
影

響
に
つ
い
て
「
限
定
的
に
改
善
さ
れ
る
」
が

三
六
％
、
「
全
く
作
用
し
な
い
」
が
四
七
％

で
、
そ
の
効
果
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
悲
観
的
な
見
方
が
多
数
を
占

め
る
一
方
で
、
連
邦
政
府
の
失
業
克
服
の
た

め
の
対
応
を
「
十
分
で
は
な
い
」
と
す
る
回

答
は
七
六
％
に
達
し
、
十
分
で
あ
る
と
の
回

答
一
六
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
を
中
心
と
す
る
政
権

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
十
分
な
対
応
が
取
ら

れ
る
と
見
る
の
は
二
五
％
に
過
ぎ
な
い
。
六

五
％
は
「
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
し
、
む
し

ろ
「
悪
く
な
る
」
と
の
回
答
も
五
％
存
在
す

る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ

Ｓ
Ｕ
が
連
立
政
権
を
組
ん
だ
場
合（
大
連
立
）、

四
三
％
は
労
働
市
場
に
よ
い
影
響
が
あ
る
と

し
、
「
変
化
な
し
」
が
四
四
％
、
「
悪
い
結

果
に
な
る
」
が
八
％
と
、
他
の
組
み
合
わ
せ

よ
り
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。 

   

「
雇
用
第
一
」の
考
え
方
が
主
流
に 

　
雇
用
問
題
へ
の
関
心
は
、
労
働
市
場
改
革

の
中
心
施
策
で
あ
る
ハ
ル
ツ
第
Ⅳ
法（「
失
業

扶
助
」
と
「
社
会
扶
助
」
を
統
合
し
て
新
た

に
「
失
業
給
付
Ⅱ
」
を
創
設
）
の
今
年
一
月

施
行
を
前
に
、
一
段
と
高
ま
っ
て
い
た
。
一

○
月
の
Ｚ
Ｄ
Ｆ
調
査
で
は
、
高
失
業
の
原
因

と
し
て
、
「
経
済
状
況
」
が
三
九
％
、
「
連

邦
政
府
に
責
任
が
あ
る
」
が
二
八
％
、
「
企

業
に
責
任
が
あ
る
」
が
二
五
％
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
確
保
の
た
め
に

は
労
働
時
間
延
長
（
賃
金
調
整
な
し
）
を
止

む
を
得
な
い
と
す
る
意
見
が
七
七
％
あ
り
、

こ
れ
に
反
対
す
る
回
答
は
一
九
％
の
み
だ
っ

た
。
働
く
側
が
問
題
を
当
事
者
と
し
て
深
刻

に
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
三
月
七
日
に
デ
ィ
・
ヴ
ェ
ル
ト
紙
が
発
表

し
た
、
連
邦
政
府
が
民
間
調
査
機
関
に
委
託

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
「
今
後
六
カ

月
の
間
に
職
場
を
失
う
懸
念
が
あ
る
」
と
す

る
人
が
、
西
独
地
域
で
二
三
％
、
東
独
地
域

で
二
四
％
を
占
め
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
労

働
市
場
の
改
善
を
目
的
と
す
る
「
ハ
ル
ツ
改

革
」
を
支
持
す
る
人
が
五
一
％
、
不
支
持
が

四
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
失
業
扶

助
」
と
「
社
会
扶
助
」
の
統
合
に
は
四
九
％

が
賛
成
し
て
い
る
が
、
反
対
も
四
二
％
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。 

   

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
多
く
は
、
雇
用

に
大
き
な
関
心
を
示
し
、
改
革
の
必
要
性
を

認
識
し
な
が
ら
も
、
具
体
策
の
面
で
は
必
ず

し
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、

政
府
・
政
党
へ
の
信
頼
も
高
い
と
は
い
え
な

い
。
し
ば
ら
く
は
、
景
気
動
向
と
雇
用
情
勢

に
一
喜
一
憂
す
る
状
況
が
続
き
そ
う
だ
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
研
究
員
・
吉
田
和
央
） 




